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▼
議
案
は
二
面
に
続
く

滞
っ
た
り
、
マ
ス
ク
や
ガ
ウ

ン
を
含
む
個
人
防
護
具
、
そ

し
て
診
療
材
料
の
供
給
不
足

な
ど
、
医
療
提
供
体
制
が
海

外
の
社
会
情
勢
の
影
響
を
強

く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
事
態
が
時
々
生
じ
て
お
り
、

日
本
の
医
療
提
供
体
制
の
弱

み
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
際

に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
地
域

医
療
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
へ
の
影

響
を
介
し
て
も
っ
と
複
雑
な

も
の
で
、
単
純
に
捉
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
基
本
的
な
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
関
し
て
は
、

国
内
で
十
分
賄
え
る
よ
う
な

し
っ
か
り
し
た
体
制
を
確
保

し
て
い
た
だ
き
、
医
療
機
関

に
大
き
な
負
担
を
か
け
る
こ

と
の
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
彦
根
市
病
院
事
業
管
理
者

兼
彦
根
市
立
病
院
長
）

ま
し
た
。
侵
攻
後
、
ま
だ
幾

許
も
経
っ
て
い
な
い
時
期
に
、

電
気
料
金
、
ガ
ス
料
金
や
重

油
購
入
費
が
増
加
し
て
い
る
、

液
化
ガ
ス
の
単
価
が
前
年
比

50
％
の
増
加
に
な
っ
て
い
る
、

搬
送
に
係
る
費
用
が
高
騰
し

て
い
る
た
め
、
食
材
料
費
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

医
療
提
供
体
制
に
関
し
て
も
、

原
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
診

療
材
料
費
の
値
上
げ
を
要
請

し
て
く
る
業
者
が
あ
る
、
既

に
一
部
の
診
療
材
料
費
が
高

騰
し
て
い
る
と
い
っ
た
診
療

材
料
費
の
増
加
、
そ
し
て
医

療
機
器
の
納
期
が
延
長
し
て

い
る
、
診
療
材
料
や
医
薬
品

の
入
荷
に
お
い
て
一
部
遅
れ

が
出
始
め
て
い
る
な
ど
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
支
障
も

出
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

以
前
よ
り
日
本
は
診
療
材

料
や
医
薬
品
な
ど
、
コ
ス
ト

の
低
い
諸
外
国
に
依
存
し
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
抗
生
物
質
の
配
給
が

　

令
和
４
年
度
の
通
常
総
会

で
滋
賀
県
病
院
協
会
の
会
長

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
金
子
で

ご
ざ
い
ま
す
。
副
会
長
に
再

任
さ
れ
ま
し
た
地
域
医
療
機

能
推
進
機
構
滋
賀
病
院
長
の

来
見
先
生
、
新
た
に
副
会
長

に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
済

生
会
滋
賀
県
病
院
長
の
三
木

先
生
と
共
に
、
会
員
病
院
の

皆
様
と
滋
賀
県
の
医
療
の
た

め
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し�

ま
す
。

　

２
０
１
９
年
12
月
８
日
に

世
界
で
最
初
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ-

19
）
の
症
例
が
報
告

さ
れ
て
１
か
月
後
に
は
日
本

で
も
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-
19
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
３
ヵ
月
後

に
は
滋
賀
県
で
も
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
が
報
告
さ
れ
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
に
よ
っ
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
最
初

の
症
例
の
報
告
か
ら
わ
ず
か

３
か
月
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

至
る
と
は
、
移
動
手
段
の
大

き
な
進
歩
の
結
果
だ
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
事
態
で
あ
り
、

日
本
全
体
で
医
療
の
逼
迫
と

い
う
重
大
な
危
機
に
晒
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
滋

賀
県
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
へ
の
対
応
は
適
切
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
事
態
も
起
こ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
一
般
医
療
に
関

し
て
は
、
患
者
の
受
診
控
え

が
外
来
患
者
数
、
入
院
患
者

数
、
救
急
患
者
数
の
減
少
に

つ
な
が
り
、
多
く
の
医
療
機

関
は
経
営
面
で
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
か
ら
２
年
経
過
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
い
く

ら
か
収
束
し
て
き
た
か
と
思

わ
れ
た
の
も
束
の
間
、
２
０�

２
２
年
２
月
24
日
に
は
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始

ま
り
ま
し
た
。
滋
賀
県
病
院

協
会
で
は
３
月
下
旬
に
、
県

内
58
病
院
に
対
し
て
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
病
院
へ
の

影
響
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
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•
•
•
•
•

く
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
医

師
に
も
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
が
適
用
さ
れ
る
と
、
医
療

崩
壊
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
行
政
も
そ
の
こ

と
は
理
解
し
て
い
る
は
ず
で

あ
る
し
、
移
行
措
置
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
解
決
策
を
見
出
せ
て
い
る

病
院
は
少
な
い
。
特
に
、
当

直
業
務
や
オ
ン
コ
ー
ル
業
務

を
大
学
か
ら
の
非
常
勤
医
師

に
頼
っ
て
い
る
病
院
は
少
な

一
方
、
医
療
現
場
も
、
連
続

勤
務
時
間
制
限
28
時
間
と
イ

ン
タ
ー
バ
ル
９
時
間
の
確
保

　

い
よ
い
よ
「
医
師
の
働
き

方
改
革
」
が
令
和
６
年
４
月

に
本
格
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
残
り
２
年
を
切
っ
た
。

既
に
、
医
師
の
労
働
時
間
短

縮
計
画
の
作
成
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
待
っ
た
無
し
の
状

況
で
あ
る
。
各
医
療
機
関
は

対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
が
、

基
幹
病
院
で
は
多
く
の
業
務

を
大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
る
医

師
に
依
存
し
て
お
り
、
十
分

に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
義

務
が
あ
る
。
現
状
で
は
、
多

く
の
医
師
が
、
当
直
明
け
に

も
外
来
や
手
術
を
担
当
し
て

い
る
た
め
、
従
来
通
り
の
医

然
増
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

合
理
的
に
医
療
施
設
を
集
約

化
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

診
療
科
毎
の
集
約
も
、
自
ず

と
進
む
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ

れ
も
、
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。
医
師
を
含
め
た

医
療
従
事
者
の
健
康
を
守
る

と
い
う
「
医
師
の
働
き
方
改

革
」
の
本
来
の
目
的
に
立
ち

戻
っ
て
、
考
え
て
い
き
た
い
。

療
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
に

は
、
医
師
の
増
員
が
必
要
に

な
る
。
全
国
の
医
師
数
が
突

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
の
本
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
浜
市
病
院
事
業
管
理
者
兼

市
立
長
浜
病
院
長　

高
折
　
恭
一

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
を
受
け
る
地
域
医
療

一
般
社
団
法
人
　
滋
賀
県
病
院
協
会

会
長
　
金
子　

隆
昭

滋
賀
県
健
康
医
療
福
祉
部

部
長
　
市
川　

忠
稔

令
和
４
年
度

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
病
院
協
会
通
常
総
会
の

開
催
に
あ
た
っ
て

　

令
和
４
年
度
一
般
社
団
法

人
滋
賀
県
病
院
協
会
通
常
総

会
の
開
催
に
あ
た
り
一
言
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

病
院
協
会
の
皆
様
方
に
は
、

日
頃
よ
り
、
本
県
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
行
政
に
格
別
の

御
支
援
と
御
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
加
え

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
は
、
県
民
の

命
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問

わ
ず
、
各
方
面
で
御
奮
闘
、

御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
重
ね
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

県
で
は
昨
年
度
よ
り
滋
賀

県
保
健
医
療
計
画
に
つ
い
て

の
中
間
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
県
民
政
策
コ

メ
ン
ト
を
経
て
、
中
間
見
直

し
を
施
行
し
推
進
す
る
と
と

も
に
、
保
健
医
療
計
画
の
一

部
で
も
あ
る
地
域
医
療
構
想

の
実
現
に
向
け
た
施
策
も
着

実
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
20
日
か
ら
は
福
井
県

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
相
互
応
援

協
定
に
基
づ
く
運
航
を
湖
北

地
域
に
お
い
て
開
始
い
た
し

ま
し
た
。
隣
接
県
同
士
、
お

互
い
を
カ
バ
ー
し
あ
う
体
制

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
二
重

三
重
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

が
構
築
さ
れ
、
よ
り
多
く
の

患
者
の
救
命
や
後
遺
症
の
軽

減
に
寄
与
す
る
も
の
と
大
い

に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社

会
を
見
据
え
、
改
め
て
こ
れ

か
ら
の
暮
ら
し
や
生
き
方
を

見
つ
め
直
し
、「
ひ
と
の
健

康
」、「
社
会
の
健
康
」、「
自

然
の
健
康
」
を
さ
ら
に
推
進

し
、
本
当
の
意
味
で
の
「
健

康
し
が
」
を
つ
く
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
様

方
の
御
理
解
と
御
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
地
域
の
医
療
福
祉
連
携
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
御
期

待
申
し
上
げ
ま
す
と
も
に
、

滋
賀
県
の
地
域
医
療
の
安
定

確
保
と
、
保
健
医
療
の
一
層

の
向
上
に
引
き
続
き
御
尽
力

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
病
院

協
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、

本
日
御
出
席
の
皆
様
方
の
御

健
康
、
御
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
本
県
行

政
の
各
般
に
わ
た
り
、
よ
り

一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
病

院
協
会
の
通
常
総
会
は
、
令

和
４
年
５
月
25
日
㈬
15
時
30

分
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

今
回
初
め
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利

用
し
た
リ
モ
ー
ト
開
催
と
さ

れ
、
病
院
協
会
事
務
局
か
ら

配
信
し
ま
し
た
。

　

先
ず
最
初
に
事
務
局
長
か

ら
定
足
数
の
報
告
、
会
員
58

病
院
中
58
名
出
席
（
委
任
状

19
名
含
む
）
で
定
款
第
17
条

に
定
め
る
過
半
数
に
達
し
総

会
が
成
立
し
て
い
る
旨
が
告

げ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
金
子
会
長
か
ら
開

会
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
る
と
と

も
に
こ
の
一
年
間
の
会
員
の

異
動
を
紹
介
、
そ
の
後
ご
来

賓
の
滋
賀
県
健
康
医
療
福
祉

部
長
市
川
忠
稔
様
か
ら
は
、

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る

祝
辞
が
届
け
ら
れ
た
。（
上

段
参
照
）

　

総
会
議
長
に
は
、
石
田
展

弥
氏（
琵
琶
湖
病
院
理
事
長
・

院
長
）、
議
事
録
署
名
人
に

は
、
松
岡
俊
樹
氏
（
セ
フ
ィ

ロ
ト
病
院
長
）
と
岡
本
元
純

氏
（
大
津
赤
十
字
志
賀
病
院

長
）
の
お
２
人
が
選
出
さ
れ
、

事
務
局
長
の
詳
細
な
説
明
、

髙
折
監
事
の
監
査
報
告
を
受

け
、
第
１
号
議
案
は
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
は
、
慣
例
に

よ
り
各
医
療
圏
よ
り
１
名
ず

つ
（
湖
北
・
湖
西
は
兼
任
）

の
選
考
委
員
を
選
出
さ
れ
、

選
考
の
結
果
理
事
20
名
、
監

事
３
名
の
新
役
員
候
補
者
が

選
出
さ
れ
、
総
会
で
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
総
会
を
一
旦
終
結

し
、「
臨
時
理
事
会
」
を
開
催
。

報
告
第
１
号　

　
「
会
長
及
び
副
会
長
は
、

理
事
会
の
議
決
に
よ
り
理
事

の
中
か
ら
選
定
す
る
」
と
定

款
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

今
回
選
出
さ
れ
た
新
役
員
で
、

会
長
・
副
会
長
の
選
出
が
あ

り
、
現
金
子
会
長
・
現
来
見

副
会
長
が
再
任
さ
れ
、
新
た

に
三
木
副
会
長
が
選
出
さ
れ

た
。
当
協
会
の
新
役
員
は
、

別
紙
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま

し
た
。（
別
紙
２
面
参
照
）

報
告
第
２
号
・
第
３
号

　

既
に
本
日
の
第
２
回
理
事

会
で
の
承
認
を
受
け
て
い
る

旨
の
報
告
と
と
も
に
、
そ
の

概
要
の
説
明
が
あ
り
、
第
２

号
・
第
３
号
と
も
了
承
さ�

れ
た
。

令
和
４
年
度

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
病
院

協
会
通
常
総
会

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
し
て
の
リ
モ
ー
ト
会
議
）



第　136　号　（2）令和４年（2022年）７月１日 滋賀県病院協会報

一般社団法人 滋賀県病院協会役員名簿
（役員期間　自：令和４年５月25日～至：令和６年５月総会時まで）◎は責任者

役職名 所　　　属 氏　名 担　当　業　務

会　長 彦根市立病院長 金子　隆昭 ◎総括

副会長 地域医療機能推進機構
滋賀病院長 来見　良誠 ◎総務・厚生（人権）、看護・メディカルスタッフ、医療・介護保

険、医療安全（医療事故・医事紛争）、ＩＣＴ（医療情報ネット）

〃 済生会滋賀県病院長 三木　恒治 総務・厚生（勤務環境改善）、救急、◎臨床研修、
地域医療連携、危機管理･感染対策･災害医療

理　事 滋賀八幡病院長 由利　和雄 ◎表彰選考、医療・介護保険、調査、地域医療
連携

〃 琵琶湖病院長 石田　展弥 総務・厚生（人権）、看護・メディカルスタッフ、 
表彰選考、◎学術

〃 水口病院長 青木　治亮 ◎政策・医療経営改善、看護・メディカルスタッフ、
地域医療連携、危機管理・感染対策・災害医療

〃 友仁山崎病院長 髙橋　雅士 総務・厚生（◎勤務環境改善）、看護・メディカル
スタッフ、広報、地域医療連携

〃 国立病院機構
東近江総合医療センター病院長 井上　修平 政策･医療経営改善、医療安全（医療事故・医事紛争）、調査、

◎危機管理･感染対策･災害医療、◎機能評価機構推進委員

〃 セフィロト病院長 松岡　俊樹 政策･医療経営改善、◎医療・介護保険、医療
安全（医療事故・医事紛争）、地域医療連携

〃 滋賀県立総合病院総長・病院長 一山　　智 政策･医療経営改善、◎調査、ＩＣＴ（医療情報
ネット）、危機管理･感染対策･災害医療

〃 長浜赤十字病院長 楠井　　隆 救急、学術、臨床研修、◎ＩＣＴ（医療情報ネット）

〃 豊郷病院長 横田　　徹 ◎看護・メディカルスタッフ、医療安全（医療事
故・医事紛争）、学術、広報

〃 日野記念病院長 仲　　成幸 総務･厚生（◎人権）、政策･医療経営改善、医
療・介護保険、広報

〃 ヴォーリズ記念病院長 五月女隆男 医療･介護保険、医療安全（医療事故・医事紛
争）、調査、◎地域医療連携

〃 滋賀医科大学医学部附属病院長 田中　俊宏 政策･医療経営改善、◎医療安全（医療事故・医事紛争）、臨床
研修、危機管理・感染対策・災害医療、機能評価機構推進委員

〃 公立甲賀病院長 辻󠄀川　知之 総務・厚生（勤務環境改善）、救急、◎広報、臨
床研修

〃 大津赤十字病院長 小川　　修 ◎救急、表彰選考、学術、臨床研修

〃 近江八幡市立
総合医療センター病院長 白山　武司 総務・厚生（人権）、救急、臨床研修、危機管理・

感染対策・災害医療

〃 市立長浜病院長 髙折　恭一 総務・厚生（勤務環境改善）、表彰選考、学術、
地域医療連携

〃 淡海医療センター病院長 古家　大祐 看護・メディカルスタッフ、学術、ＩＣＴ（医療情報
ネット）、危機管理・感染対策・災害医療

監　事 市立大津市民病院長 日野　明彦 救急、医療安全（医療事故・医事紛争）、臨床 
研修

〃 高島市民病院長 武田　佳久 表彰選考、ＩＣＴ（医療情報ネット）、地域医療 
連携

〃
外部監事 税理士法人 横井会計 横井　昭次

副
会
長
に
就
任
し
て

三
木
　
恒
治

副
会
長
に
再
任
さ
れ
て

来
見
　
良
誠

理
事
に
就
任
し
て

古
家
　
大
祐

監
事
に
就
任
し
て

日
野
　
明
彦

監
事
に
就
任
し
て

武
田
　
佳
久

　

こ
の
度
金
子
隆
昭
会
長
の

ご
指
名
に
よ
り
副
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
も
よ
う
や
く
落
ち
つ
き
、

　

こ
の
度
２
期
目
の
副
会
長

と
い
う
大
役
を
い
た
だ
き
恐

　

こ
の
度
、
滋
賀
県
病
院
協

会
の
理
事
と
し
て
選
任
頂
き

ま
し
た
。
２
０
２
１
年
７
月

か
ら
淡
海
医
療
セ
ン
タ
ー
の

病
院
長
と
し
て
赴
任
し
て
、

こ
の
１
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
追
わ
れ
る
日
々
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
当
セ
ン
タ
ー

の
急
性
期
病
院
と
し
て
の
新

　

こ
の
度
、
滋
賀
県
病
院
協

会
新
監
事
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
日
野
明
彦
で
す
。
４
月

18
日
よ
り
市
立
大
津
市
民
病

院
に
院
長
と
し
て
赴
任
し
ま

し
た
。
前
任
の
済
生
会
滋
賀

　

こ
の
ほ
ど
滋
賀
県
病
院
協

会
監
事
を
拝
命
し
ま
し
た
高

島
市
民
病
院
病
院
長
の
武
田

で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
平
成

２
年
京
都
大
学
を
卒
業
し
て

平
成
３
年
４
月
に
滋
賀
県
へ

赴
任
し
て
以
来
、
大
学
院
と

医
員
時
代
の
５
年
間
を
除
く

新
役
員
の
紹
介

理
事
に
就
任
し
て

白
山
　
武
司

　

昨
年
度
の
監
事
１
年
間
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
大
し
た
お

役
に
立
つ
こ
と
も
な
く
過
ぎ

去
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

今
年
は
理
事
に
ご
指
名
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
応

通
常
の
診
療
に
戻
れ
る
兆
し

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
、
ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
コ

ロ
ナ
に
向
け
て
我
々
も
新
た

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
本
年
３
月
の
全
世
代

型
社
会
保
障
構
築
会
議
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
課

題
や
得
ら
れ
た
教
訓
を
踏
ま

え
た
地
域
完
結
型
の
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

構
築
の
た
め
の
、
さ
ら
な
る

縮
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
協
会
の
た
め
に
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
出

現
し
て
、
約
２
年
半
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
は
新
た
な
変
異

株
に
変
化
し
な
が
ら
、
今
な

お
社
会
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
検
査
法

の
開
発
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

機
能
分
化
と
連
携
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
秋
に

は
医
師
の
働
き
方
改
革
の
た

め
の
「
医
師
労
働
時
間
短
縮

計
画
」
の
作
成
、
提
出
も
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
令
和
４
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
も
明
示
さ
れ
、
高
度

か
つ
専
門
的
な
急
性
期
医
療

の
提
供
体
制
反
映
さ
せ
た
、

よ
り
手
術
へ
の
特
化
が
評
価

さ
れ
る
急
性
期
充
実
体
制
加

推
進
と
有
効
な
治
療
薬
の
開

発
が
進
み
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
環

境
へ
の
対
応
の
道
筋
が
若
干

見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
医
療
界
を
襲
う
脅

威
は
コ
ロ
ナ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
世
界
中
の
経
済

発
展
を
鈍
化
さ
せ
、
物
資
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
通
に
大
き

な
障
害
と
な
り
、
病
院
経
営

た
な
ス
テ
ー
ジ
を
切
り
開
く

と
と
も
に
、
滋
賀
県
病
院
協

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精
進

県
病
院
で
は
、
28
年
間
に
わ

た
っ
て
脳
神
経
外
科
医
を
務

め
て
い
ま
し
た
。
医
療
は
ま

す
ま
す
専
門
化
、
細
分
化
が

進
み
、
今
や
、
単
独
の
医
療

施
設
で
地
域
医
療
を
担
う
こ

と
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。
甚
だ
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
今
後
の
滋
賀
県
病

院
協
会
の
活
動
に
貢
献
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

（
市
立
大
津
市
民
病
院
長
）

期
間
を
滋
賀
県
内
の
病
院
で

外
科
医
と
し
て
働
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
様
々
な
県
内

医
療
関
係
者
方
々
と
交
流
を

深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
滋
賀
県
病
院
協
会
監

事
と
し
て
ま
た
湖
西
地
域
の

代
表
者
の
一
人
と
し
て
滋
賀

県
の
医
療
活
動
に
微
力
な
が

ら
貢
献
し
た
い
所
存
で
お
り

ま
す
の
で
是
非
ご
指
導
賜
り

ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
高
島
市
民
病
院
長
）

の
非
常
時
モ
ー
ド
か
ら
通
常

診
療
へ
の
復
帰
も
ゆ
っ
く
り

進
み
ま
す
。
働
き
方
改
革
は

い
よ
い
よ
実
施
期
限
を
迎
え
、

ま
た
県
や
医
療
圏
に
お
け
る

地
域
医
療
の
あ
り
か
た
や
医

療
機
関
の
機
能
分
担
も
喫
緊

の
課
題
で
す
。
微
力
な
が
ら

何
ら
か
の
貢
献
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。
ま
た
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
近
江
八
幡
市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
病
院
長
）

理
事
に
就
任
し
て

高
折
　
恭
一

　

こ
の
た
び
、
理
事
に
選
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
滋
賀
県
病
院
協
会
で
、

昨
年
度
は
監
事
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年

４
月
に
長
浜
市
病
院
事
業
管

理
者
に
任
命
さ
れ
、
市
立
長

浜
病
院
院
長
を
兼
任
し
て
お

り
ま
す
。
協
会
で
の
活
動
を

通
じ
て
、
県
内
の
医
療
機
関

の
皆
様
と
の
連
携
を
進
め
た

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
微

力
な
が
ら
協
会
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
市
立
長
浜
病
院
長
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

算
が
新
設
と
な
り
、
従
来
の

総
合
入
院
体
制
加
算
は
24
時

間
総
合
的
な
入
院
医
療
の
提

供
体
制
の
加
算
と
さ
れ
る
な

ど
、
我
々
を
取
り
巻
く
状
況

は
刻
々
と
変
化
し
、
ま
す
ま

す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

金
子
会
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
全
病
院
協

会
の
会
員
が
協
力
し
て
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
微
力
で
は

は
さ
ら
に
難
し
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
①
医
師
の
働

き
方
改
革
、
②
医
師
の
地
域

偏
在
の
解
消
、
③
地
域
医
療

構
想
の
推
進
を
決
め
ら
れ
た

期
間
内
に
改
革
す
る
方
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
タ
ス
ク

シ
ェ
ア
を
推
進
す
る
一
助
と

し
て
、
診
療
放
射
線
技
師
の

業
務
拡
大
に
向
け
た
告
知
研

あ
り
ま
す
が
、
会
長
の
補
佐

役
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
方

の
ご
期
待
に
添
え
ま
す
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
済
生
会
滋
賀
県
病
院
長
）

修
の
導
入
が
予
定
さ
れ
る
こ

と
を
皮
切
り
に
、
職
種
を
超

え
て
適
正
な
業
務
を
確
実
に

業
務
分
担
で
き
る
仕
組
み
作

り
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
難
問
が
山
積

す
る
大
変
な
時
期
に
副
会
長

の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
地
域
医
療
を
支
え

る
た
め
に
当
病
院
協
会
に
さ

ら
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

滋
賀
病
院
長
）

第
１
号
議
案

　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
承
認
に

つ
い
て

　
　

１
．
事
業
報
告

　
　

２
．
歳
入
歳
出
決
算
報
告
（
案
）

　
　
　
　

�

貸
借
対
照
表
（
案
）
及
び
正
味
財
産
増

減
計
算
書
（
案
）

　
　
　
　

財
産
目
録
（
案
）

　
　

３
．
監
査
報
告
（
髙
折
監
事
報
告
）

第
２
号
議
案

　

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
病
院
協
会
役
員
の
任
期

満
了
に
伴
う
新
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

報
告

　

報
告
第
１
号

　
　

会
長
及
び
副
会
長
の
選
定
結
果
に
つ
い
て

　

報
告
第
２
号

　
　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

報
告
第
３
号

　
　

令
和
４
年
度
歳
入
歳
出
予
算
に
つ
い
て

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
淡
海
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院

長
）

▼
一
面
よ
り
続
く
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一般社団法人 滋賀県病院協会事務長部会役員名簿

（役員期間　自：令和４年５月25日～至：令和６年総会時まで）

役�職�名 所　　　属 所属病院役職名 氏　　名

部 会 長 彦根市立病院 事務局長 速　田　智　之

副部会長 地域医療機能推進機構滋賀病院 事務部長 中　野　良　文

〃 済生会滋賀県病院 事務部長 籠　谷　弘　和

委 　 員 滋賀八幡病院 事務長 松　見　　　篤

〃 琵琶湖病院 事務部長 村　上　　　直

〃 水口病院 事務長 﨑　山　明　生

〃 友仁山崎病院 事務長 中　岡　克　宏

〃 国立病院機構東近江総合医療センター 事務部長 美　馬　信　夫

〃 セフィロト病院 事務長 土　川　與　治

〃 滋賀県立総合病院 事務局長 村　田　昌　史

〃 長浜赤十字病院 事務部長 増　田　　　進

〃 豊郷病院 事務部長 川　村　　　宏

〃 日野記念病院 事務部長 福　本　勝　也

〃 ヴォーリズ記念病院 事務長 澤　谷　久　枝

〃 滋賀医科大学医学部附属病院 事務部長 鎌　澤　幸　彦

〃 公立甲賀病院 理事 院長補佐事務部長 佐　井　良　昌

〃 大津赤十字病院 事務部長 辻󠄀　　　　　勝

〃 近江八幡市立総合医療センター 事務部事務長 木　村　辰　之

〃 市立長浜病院 事務局長 藤　居　　　敏

〃 淡海医療センター 法人本部副本部長兼事務長 黒　田　吉　則

一般社団法人 滋賀県病院協会看護部長部会役員名簿
（自：令和４年４月１日～至：令和５年３月31日）

役�職�名 所　　　属 所属病院役職名 氏　　名

部 会 長 琵琶湖中央リハビリテーション病院 看護部長 赤　尾　順　子

副部会長 湖東記念病院 看護部長 犬　井　栄　子

〃 甲南病院 看護部長 廣　瀬　京　子

委 員 市立大津市民病院 看護局長 渡　邉　良　子

〃 滋賀里病院 看護部長 森　山　寿美子

〃 びわこ学園医療福祉センター草津 看護部長 逸　見　聡　子

〃 南草津病院 看護部長 西　村　寿加代

〃 湖南病院 看護部長 上　野　竜　也

〃 生田病院 看護師長 林　原　満　子

〃 滋賀八幡病院 看護部長 伴　　　承　子

〃 彦根中央病院 看護部長 北　村　裕　子

〃 市立長浜病院 看護局長 弓　削　悦　子

〃 高島市民病院 看護部長 福　田　直　美

【
看
護
部
長
部
会
】

部
会
長
に
就
任
し
て

赤
尾
　
順
子

副
部
会
長
に
就
任
し
て

犬
井
　
栄
子

副
部
会
長
に
就
任
し
て

廣
瀬
　
京
子

　

こ
の
度
、
看
護
部
長
部
会

副
部
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
も
３
年
が
経
過
し
、
こ
の

間
、
次
々
と
起
こ
る
課
題
に

対
し
看
護
現
場
で
は
課
題
解

　

看
護
部
長
部
会
の
副
部
会

長
に
就
任
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積

し
て
い
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の

解
決
に
向
け
て
各
圏
域
の
看

護
管
理
者
と
連
携
を
取
り
な

　

こ
の
度
、
看
護
部
長
部
会

の
部
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

決
に
向
け
て
協
力
し
、
乗
り

越
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

新
た
な
課
題
に
立
ち
向
か
い

な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
看

護
の
専
門
性
を
発
揮
で
き
る

よ
う
、
看
護
管
理
者
間
の
連

携
を
図
り
歩
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
本
会
の
活
動

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
湖
東
記
念
病
院
看
護
部
長
）

が
ら
、
各
圏
域
の
地
域
住
民

の
皆
様
や
患
者
様
の
安
心
の

た
め
に
活
動
を
し
て
い
き�

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

共
に
状
況
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
本
会
の
活
動
に
寄
与

で
き
る
よ
う
に
、
柔
軟
に
対

応
し
努
力
し
て
い
く
所
存
で

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
甲
南
病
院
看
護
部
長
）

副
部
会
長
に
就
任
し
て

中
野
　
良
文

　

こ
の
度
、
副
部
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

滋
賀
病
院
の
中
野
と
申
し�

副
部
会
長
に
就
任
し
て

籠
谷
　
弘
和

【
事
務
長
部
会
】

部
会
長
に
就
任
し
て

速
田
　
智
之

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

染
症
へ
の
対
応
が
長
期
化
す

る
中
、
付
き
合
い
方
に
も
変

化
が
出
て
き
ま
し
た
。
看
護

は
柔
軟
に
そ
し
て
迅
速
に
対

応
を
変
化
さ
せ
て
い
く
役
割

が
あ
り
ま
す
。
看
護
管
理
者

が
様
々
な
情
報
と
課
題
を
共

有
し
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、

皆
様
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
本

会
の
活
動
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
琵
琶
湖
中
央
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
看
護
部

長
）

　

こ
の
度
、
副
部
会
長
に
就

　

こ
の
度
、
部
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
彦
根
市
立
病

任
い
た
し
ま
し
た
済
生
会
滋

賀
県
病
院
の
籠
谷
と
申
し�

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は　

微
力
な

が
ら
事
務
長
部
会
の
運
営
に

誠
心
誠
意
尽
力
い
た
し
ま
す

の
で
、
速
田
部
会
長
、
中
野

副
部
会
長
を
は
じ
め
、
皆
様

院
の
速
田
と
申
し
ま
す
。
本

年
四
月
の
人
事
異
動
で
着
任

し
、
病
院
勤
務
は
初
め
て
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
戸
惑
う

こ
と
ば
か
り
の
毎
日
で
す
が
、

協
会
で
の
皆
様
と
の
交
流
に

よ
り
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
部
会
事
業
の
開
催
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
基

ま
す
。

　

当
院
に
は
こ
の
４
月
に
４

年
ぶ
り
に
戻
っ
て
の
勤
務
と

な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
ま
た
、

働
き
方
改
革
も
喫
緊
の
課
題

と
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
推
進
す
る
病
院
協
会
の
事

業
課
題
は
、
各
病
院
の
課
題

と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
事

務
部
会
と
し
て
速
田
部
会
長

を
筆
頭
に
、
籠
谷
副
部
会
長
、

各
会
員
の
皆
様
方
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ�

ま
す
。

（
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

滋
賀
病
院
事
務
部
長
）

本
的
な
感
染
対
策
を
徹
底
し
、

慎
重
に
計
画
し
て
ま
い
り
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
中
野
副
部
会
長
、
籠
谷

副
部
会
長
を
は
じ
め
、
各
委

員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
彦
根
市
立
病
院
事
務
局
長
）

方
に
は
何
と
ぞ
今
後
と
も
一

層
の
ご
指
導
ご
懇
情
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
済
生
会
滋
賀
県
病
院
事
務

部
長
）

“レジナビFair オンライン滋賀県2022”合同説明会を開催【令和４年７月16日㈯】
　滋賀県病院協会では、県内における医師確保に向けた取り組みの１つとして医学生向けに標記 “レ
ジナビFair オンライン滋賀県2022” 合同説明会を来る７月16日㈯に開催します。
　県内の臨床研修病院10病院が参加して、１施設あたり、病院説明10分＋質疑応答10分の構成で
す。コロナ禍において病院の情報が限られている中で、多くの情報が得られる機会と期待されます。

運営主催：一般社団法人滋賀県病院協会　運営受託：㈱メディカル・プリンシプル社

■出場病院（登場順）
１．大津赤十字病院 ６．彦根市立病院
２．市立長浜病院 ７．市立大津市民病院
３．滋賀医科大学医学部附属病院 ８．滋賀県立総合病院
４．長浜赤十字病院 ９．済生会滋賀県病院
５．近江八幡市立総合医療センター 10．東近江総合医療センター

　
病
院
名
の
変
更

（
令
和
４
年
４
月
１
日
）

医
療
法
人
幸
生
会　

琵
琶
湖
中
央
病
院

↓

医
療
法
人
幸
生
会

琵
琶
湖
中
央
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

　
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度（
第
34
回
）ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
の
予
定

　

日
時
：
令
和
４
年
９
月
23
日（
祝・金
）

　

会
場
：
高
島
市
今
津
総
合
運
動
公
園

新
任
病
院
長
の
紹
介

（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
け
）

医
療
法
人
社
団
美
松
会
生
田
病
院

理
事
長
　
生
田　

邦
夫 

氏

同
病
院
の
院
長
も
兼
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
令
和
４
年
４
月
18
日
付
け
）

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院

理
事
・
院
長
　
日
野　

明
彦 

氏

病
院
協
会
今
後
の
行
事
予
定�

─

令
和
４
年

７
月
20
日
㈬
令
和
４
年
度　

第
４
回
理
事
会

８
月
18
日
㈭
令
和
４
年
度　

近
畿
病
院
団
体
連
合
会
第

１
回
委
員
会

（
担
当
：
滋
賀
県
私
立
病
院
協
会
）

９
月
７
日
㈬
令
和
４
年
度　

第
５
回
理
事
会（
病
院
協

会
事
務
局
）・病
院
医
療
懇
談
会（
県
庁
東

館
７
階
会
議
室
予
定
）

９
月
14
日
㈬
令
和
４
年
度　

第
２
回
看
護
部
長
部
会
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受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
病
院
協
会
か
ら
の
推
薦
者
の
み
・
順
不
同
）

令
和
４
年
春
の
褒
章

藍 

綬 

褒 

章 

受 

章

　

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
病
院
協
会　

前
会
長
の

石
川
浩
三
先
生
（
前
大
津
赤
十
字
病
院
長
）
は
、
長

年
に
わ
た
る
保
健
衛
生
功
労
に
よ
り
、
令
和
４
年

４
月
29
日
藍
綬
褒
章
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

前
　
大
津
赤
十
字
病
院
長

 

石
川　

浩
三 

氏

（
令
和
４
年
５
月
12
日
㈭　

於
：
滋
賀
県
公
館
）

令
和
４
年
度
看
護
功
労
者
知
事
表
彰
受
賞

長
浜
赤
十
字
病
院

病
棟
師
長	

西
嶋　

道
子 

氏

済
生
会
守
山
市
民
病
院

看
護
部
長

 

吉
村　
　

薫 

氏

大
津
赤
十
字
志
賀
病
院

看
護
部
長

 

馬
場
一
二
三 

氏

彦
根
市
立
病
院

経
営
戦
略
室
主
幹

 

谷
口　

孝
二 

氏

高
島
市
民
病
院

副
看
護
部
長

 

末
武　

美
里 

氏

経済産業医療企業年金基金

◆�公的年金の支給開始年齢の引き上げや給付水準の引き下げが行われる中、従業員の老後のために企業年金の重要性が高まっています。
貴院の福利厚生制度・退職金制度として当基金への加入をご検討ください！

　�○加入対象は厚生年金保険適用事業所に使用される65歳未満の被保険者　○従業員だけでなく、事業主や役員の方も加入可能
　○掛金は事業所ごとの定額制なので事務手続きが簡単　○３年以上の加入で一時金、10年以上の加入なら年金での受け取りも可能
◆詳しい制度の内容などは、下記にご連絡ください。

〒520-0047 滋賀県大津市浜大津２丁目1-35 OSD浜大津ビル7階　TEL：077-511-9775
（厚生労働大臣認可 近基第015831号）

※�業種・地域を問わずご加入いただける
　総合型確定給付企業年金制度です。

経済産業医療企業年金基金に加入しませんか？

お知らせ 厚生労働省にも、医療機関の宿日直申請に関する相談を受け付ける窓口が設置されています。（WEB窓口）

◇ 令和４年４月から、医療機関の「宿日直許可申請」に関する相談窓口を厚生労働
省に設置

◇ 受け付けた相談については、厚生労働省本省で検討の上、回答
※	訪問による支援が適切な相談など、現地での具体的な支援が有効な相談については、相
談者の意向も踏まえ、厚生労働省本省経由で医療勤務環境改善支援センター（医療労
務管理アドバイザー）が必要な支援を実施。

■医療機関の宿日直許可申請に関する相談窓口
　医療機関の宿日直許可申請に関するご相談送信フォーム｜厚生労働省（mhlw.
go.jp）から、厚生労働省労働基準局あてにご相談内容を送信することができます。
相談が受け付けられますと、メール又は電話等で連絡・回答があります。
■宿日直許可申請に関する解説資料（参考事例）
　https://iryou-kinmukankyou.mhlw.go.jp/pdf/outline/pdf/20210720_02.pdf

　

２
０
２
４
年
４
月
よ
り
、
医
師
の
時
間
外
・
休
日
労
働
の
上
限
規
制
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

短
縮
に
努
力
し
て
も
尚
、
年
９
６
０
時
間
を
超
え
る
医
師
が
生
じ
る
医
療
機
関
（
連
携
Ｂ
、
Ｂ
、

Ｃ-

１
、
Ｃ-

２
水
準
を
適
用
）
に
お
い
て
は
、「
労
働
時
間
短
縮
計
画
」
を
作
成
し
、
評
価
セ

ン
タ
ー
の
第
三
者
評
価
を
経
て
、
県
の
指
定
を
２
０
２
４
年
３
月
ま
で
に
受
け
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
指
定
を
受
け
な
い
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
Ａ
水
準
対
象
と
し
て
、
年

９
６
０
時
間
を
超
え
な
い
よ
う
工
夫
・
改
善
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
に
は
「
追
加
的
健
康
確
保
措
置
」
の
履
行
確
保
が
義
務
化
（
Ａ
水
準
に
お

い
て
は
努
力
義
務
）
さ
れ
、
連
続
勤
務
時
間
制
限
や
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
確
保
等
の
新
し

い
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
し
、
副
業
・
兼
業
の
ケ
ー
ス
に
は
派
遣
元
に
お
け
る
労
働
時
間

の
通
算
管
理
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
規
制
に
適
切
に
対
応
す
る
に
は
、
宿
日
直
許
可
が
鍵
と
な
り
、
重
要
な
条
件
の

一
つ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
一
度
、
医
師
の
労
働
実
態
を
確
認
さ
れ
、
許
可
申
請
の

要
否
、
あ
る
い
は
現
行
許
可
の
適
否
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
７
月
に
発
出
さ
れ
た
基
発
０
７
０
１
第
８
号

「
医
師
、
看
護
師
等
の
宿
日
直
許
可
基
準
に
つ
い
て
」（
以
下

「
新
基
準
」）
で
は
、
従
前
の
基
準
（
昭
和
24
年
～
）
が
大
幅

に
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宿
日
直
中
に
行
っ
て
も
よ
い
「
特
殊
の
措
置
を
必
要
と
し

な
い
軽
度
、
短
時
間
の
業
務
」
は
、
従
来
は
「
病
室
の
定
時

巡
回
、
少
数
の
要
注
意
患
者
の
定
時
検
脈
、
検
温
な
ど
」
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
基
準
で
は
、
そ
の
例
示
に
お
い
て
、

「
少
数
の
要
注
意
患
者
の
状
態
変
動
に
対
応
す
る
た
め
の
問

診
に
よ
る
診
察
等
（
軽
度
の
処
置
を
含
む
）」
な
ど
と
さ
れ
、

少
々
の
診
療
な
ら
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
労

働
時
間
が
ま
ば
ら
で
、
夜
間
で
あ
れ
ば
十
分
睡
眠
を
取
り
得

る
」
宿
日
直
で
、
労
働
基
準
監
督
署
の
許
可
を
受
け
て
い
れ

ば
、
労
働
時
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
一
方
で
、
診

療
科
や
職
種
、
時
間
帯
な
ど
を
分
け
て
宿
日
直
の
許
可
を
受

け
る
こ
と
も
可
能
で
、
病
棟
宿
日
直
業
務
の
み
に
限
定
し
た

許
可
も
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
医
師
そ
れ
ぞ
れ
の
労

働
実
態
を
細
か
く
把
握
し
て
、
自
院
に
適
し
た
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
主
な
許
可
基
準
】

○
常
態
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
労
働
を
す
る
必
要
が
な
い
勤
務
で
あ
る

　

・�

宿
日
直
中
に
従
事
す
る
業
務
は
、
通
常
業
務
と
は
異
な
る
、
軽
度
又
は
短
時
間
の
業

務
で
あ
る

　

・�
救
急
患
者
の
診
療
等
通
常
業
務
と
同
態
様
の
業
務
が
発
生
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
稀

で
あ
る

〇
原
則
と
し
て
、
通
常
の
労
働
の
継
続
で
は
な
い

〇
宿
直
は
週
１
回
、
日
直
は
月
１
回
が
限
度⇒

（
特
例
あ
り
）

〇
夜
間
に
十
分
な
睡
眠
が
と
り
得
る
も
の
で
あ
る

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

医
師
の
労
働
時
間
規
制
を
ク
リ
ア
す
る
に

は
、「
宿
日
直
許
可
」が
重
要
な
条
件
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
ま
す
！

１
．
許
可
を
受
け
て
い
な
い
医
療
機
関

　

ま
ず
、
宿
日
直
中
の
「
業
務
内
容
」
と
「
所
要
時
間
」

を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。

　

改
め
て
日
誌
等
か
ら
実
態
を
確
認
し
、
そ
の
情
報
を

も
と
に
、
新
基
準
に
照
ら
し
て
申
請
で
き
る
か
ど
う
か

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

宿
日
直
許
可
を
得
ず
に
行
う
宿
日
直
は
通
常
の
労
働

時
間
と
し
て
取
り
扱
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
許
可
が

得
て
あ
れ
ば
労
働
時
間
に
は
該
当
せ
ず
、
今
後
導
入
さ

れ
る
健
康
確
保
措
置
と
し
て
の
連
続
勤
務
時
間
制
限
や

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確
保
に
お
い
て
も
、
意
義
あ

る
手
続
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

２ 

．
既
に
宿
日
直
の
許
可
を
受
け
て
い
る
医
療

機
関

　

宿
日
直
許
可
書
は
有
効
期
間
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
既
に
許
可
を
受
け
て
い
る
医
療
機
関
は
新

た
な
申
請
は
不
要
で
す
が
、
当
時
と
今
で
は
勤
務
実
態

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
場
合
（
医
師
の
労
働
条
件
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
等
）
は
、
現
在
の
勤
務
実
態
を
詳

細
に
把
握
し
、
再
度
申
請
し
な
お
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３ 

．
宿
日
直
は
ア
ル
バ
イ
ト
医
師
（
非
常
勤
）

で
行
っ
て
い
る
医
療
機
関

　

宿
日
直
中
の
業
務
内
容
等
を
確
認
後
、
許
可
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
申
請
を
検
討
す
べ

き
で
す
。
労
働
時
間
管
理
に
お
い
て
は
、
主
に
勤
務
す

る
医
療
機
関
と
副
業
・
兼
業
先
（
貴
院
）
の
労
働
時
間

を
通
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
副
業
・
兼
業
先

の
宿
日
直
許
可
は
重
要
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。
許
可
が

あ
れ
ば
、
そ
の
時
間
は
労
働
時
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し

な
く
て
よ
く
（
た
だ
し
、
通
常
業
務
と
同
態
様
の
業
務

が
発
生
し
た
場
合
は
労
働
時
間
と
な
り
ま
す
。）
一
方
、

許
可
が
な
い
と
全
て
が
労
働
時
間
と
な
る
た
め
、
各
水

準
の
上
限
時
間
や
連
続
勤
務
時
間
制
限
の
超
過
を
派
遣

元
が
懸
念
し
て
、
派
遣
を
引
き
揚
げ
る
と
い
っ
た
事
態

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

2024年４月に向けた準備は
進んでますか？ ご相談ください。

広告

滋賀県医療勤務
環境改善支援センター
〒520-0044
滋賀県大津市京町四丁目3-28
滋賀県病院協会内
TEL 077-500-3106
FAX 077-525-5859
E-mail sikkk-sc@sbk.co-site.jp
ホームページもご覧ください
http://sbk.co-site.jp/sikkk/


